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第一節 目指す生徒の姿、全校研究テーマを据える 

１ 令和４年度の「目指す生徒の姿」「全校研究テーマ」 

目指す生徒の姿 

  

 

 

全校研究テーマ 

 

 

 

２ 「目指す生徒の姿」「全校研究テーマ」の設定理由及び捉え 

学校教育目標「ともに学び 一人となる」の下、日々の教育活動に努める私たちは、令

和２年度末、それまでの教育活動において「育っている生徒の姿」と「さらに育てたい生

徒の姿」を洗い出し、令和３年度において、本校の「目指す生徒の姿」について検討し

た。以下はそこで出された意見の一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説総則編の第１章総説１の(2)③では、

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進において、次のような生徒

の姿が求められている。 

 

 

 

 

  私たちは、令和３年度において、「目指す生徒の姿」を検討した際に出された上記の姿

と、中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説総則編において求められている生徒の姿

が重なると考えた。そこで私たちは、目指す生徒の姿の具体を「各教科等の資質・能力

を身に付け、それを他に生かしたり、新たに見いだした課題を解決しようとしたりしな

がら学び続けていく生徒」と捉え、本校が目指す生徒の姿を「学びを拓いていく生徒」

と据えた。 

  次に、私たちは、「学びを拓いていく生徒」を具現するために令和２年度までの研究を

基にして、全校研究テーマについて検討した。そこでは、各教科等の「見方・考え方」

を働かせて、資質・能力を身に付けていくことを「各教科等の本質」、各教科等の枠を超

えて、自ら「見方・考え方」を働かせて、物事を問い続けたり、追究したりして学び続

けていくことを「学びの本質」と捉えることを職員間で共有した。そして、この二つの

本質は、「学びを拓いていく生徒」の具体とした「各教科等の資質・能力を身に付け、そ

れを他に生かしたり、新たに見いだした課題を解決しようとしたりしながら学び続けて

いく生徒」を言い換えるものであること、「各教科等の本質」を目指す中で「学びの本質」

が生まれることの２点を確認した。そこで、私たちは、全校研究テーマを「学びの本質

に迫る学習の在り方」と据え、その具現を図ることとした。 

学びを拓いていく生徒 

学びの本質に迫る学習の在り方（２年次） 

・学ぶことがおもしろい、楽しい、もっと学びたいと願う生徒 

・解決したことを基に、新たな問いをもつ生徒 

・学習や人生において、各教科等の「見方・考え方」を、自在に働かせていく生徒 

・自分の学びを客観的に捉えたり、友の考えを批判的に捉えたりするなど、学びを自

覚することができる生徒 

 

子供たちが、学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し、これからの

時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けることが

できるようにする 

 

（総論１） 



 

 

３ 「学びを拓いていく生徒」の一例 

    「学びを拓いていく生徒」の具体の姿を、令和２年度の数学科と英語科の実践から、

振り返った。 

  数学科「拡げて発見！？図形の性質」・３年（令和２年・12 月）では、図形と線分の比

についての性質を明らか

にする学習を構想した。Ｎ

生は、平行線と線分の比の

関係について理解するだ

けではなく、図形の条件を

変えて発展的に考察しな

がら、図形がもつ性質や構

成要素の関係などを統合

的に考察することができ

た（図１１）。そして、Ｎ生

は、単元の学習を振り返っ

て、図形の性質を構成要素

に着目して捉えることの

大切さを実感した。Ｎ生

は、単元の学習を通して深

めた学びを、図形だけのも

のではなく、「数学的な見

方・考え方」として捉え、

今後の学びの中で活用していく有用性を実感した（図２１）。 

  英語科「英語で詩を書こう」・３年（令和３年・１月）では、ものや動物視点の詩につ

いて、自分の考えなどを整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりある文章を書く学習

を構想した。Ｋ生は、自身がもっていたコンパスの視点から、コンパスを“we”、コンパ

スに付いている針を“I”として、詩を書き（図３）、単元の学習を振り返った（図４）。 

Ｋ生は、

読み手（学

級の友）に

自分が書

いた詩の

メッセー

ジを届け

るために

（図４１）、

これまで

に学習した英語での表現、音のリズム、韻の踏み方に着目して、自分が伝えたいメッセ

ージに適する表現を用いて、詩を考えた（図４２）。その中でＫ生は、英語だからこそ、

表現することができるおもしろさを感じたり、中学校の学習で学んだことをスピーチな

どで自分の考えを表現する際にも、短文を効果的に活用したりしようとした（図４３）。 

本校では、数学科でのＮ生や、英語科でのＫ生の姿を「学びを拓いていく生徒」の一例

と捉えた。このような生徒の姿を目指し、各教科等の学習を行っていくことで、「学びを

拓いていく生徒」の具現につながるのではないかと考え、具体的にどのような手立てを

位置付けていけばよいか、令和２年度の実践を振り返り、研究の重点を見いだしていこ

うと考えた。 

図３ Ｋ生が書いた詩 
   （ロイロ・ノート） 

図４ Ｋ生の単元の振り返り 

２ 

３ 

図１ Ｎ生がまとめたワークシートの一部 

図２  Ｎ生の単元の振り返り 
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（総論２） 
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４ 令和元年度～２年度の研究を振り返り、令和３年度の研究の重点を据える 

令和元年度～２年度、本校の全体の研究として、多様に変化する社会を生きていくた

めの生きる力を育むために、学習の基盤となる資質・能力である「問題発見・解決能力」

の育成を目指した。また、各教科等の学習においては、各教科等のそれぞれを学ぶ意義ま

で見いだす本質的なものとなる必要があると考え、全校研究テーマを「本質に迫る教科

学習の在り方―問題発見・解決の過程における生徒の姿に焦点を当てて―」とした。そこ

では、全校研究テーマの具現を目指し、次のように研究の重点を据え、研究を進めた。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

※ここでは、単元や題材の学習問題、問い、見通し、検討を次のように定義している。 

・「単元や題材の学習問題」とは、単元や題材を貫き、解決したり達成したりしていく事柄である。

これは、単元や題材の導入時に生徒自身が抱く疑問や願いから設定されるものとする。そのた

め、単元や題材の学習問題が疑問から起因したものである場合は解決を使い、願いから起因し

たものである場合は達成を使うこととする。 

・「問い」とは、学習の過程の中で生徒に生まれた新たな疑問などを基に設定されるものである。 

※本研究に関わって社会科においては、中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説社会編に準

じて「小単元の学習問題（問い）」として記述している箇所もある。 

・「見通し」とは、自らの学習状況を把握し、学習の進め方などについて、単元規模、又は一授業

規模で明確にすることである。 

・「検討」とは、比較したり、関連付けたり、多面的・多角的に考えたりすることなどである。し

たがって、各教科等の学習内容に応じて何をどのように検討するのか明らかにすることが大切

である。 

 

(1) 技術・家庭科（技術分野）の実践から、令和３年度の研究の重点１を据える 

技術・家庭科「一歩進め、アルゴリズム更新！」・２年（令和２年・７月）では、総合

的な学習の時間で自分たちが追究を進めてきた学習内容を、ネットワークを利用した双

方向性のあるコンテンツ（チャットボット Pro）を使用し、最適な情報発信プログラムを

制作する学習を構想した。そこでは、複数の視点（「処理の簡潔さ」「使いやすさ」「分か

りやすさ」「不具合」）を基に、身近な人への実装を繰り返しながらプログラムを検討す

る活動を位置付けた（題材）。そして、複数の視点に折り合いを付けながら、プログラム

を再検討する活動を位置付けた（本時）。 

題材の学習問題「どのようなプログラムにすれば、適切に多くの人に情報を伝えられ

るのだろうか。」の解決を目指し、Ｓ生はプログラムの制作を進めていく際の視点（「処

理の簡潔さ」「使いやすさ」「分かりやすさ」「不具合」）を基に、信州大学教育学部技術研

究室の学生からの評価を整理し、プログラムの改善のための具体策を確認し、「処理の簡

潔さ」に課題意識をもった。Ｓ生は、その後、一般の大学生や中学１年生への実装に向

け、フローチャートを用いてプログラムを再構想し、デバックがしやすいように、メーカ

ーの立場からプログラムを改善及び修正する方向性を見いだした。Ｓ生は、他班の友に

プログラムを実行してもらうことで、プログラムに「不具合」があることを確認した。そ

の後、Ｓ生は、「不具合」の解消や、他分岐へのジャンプ命令の補充といった、メーカー

の立場からプログラムの改善及び修正を行い、一般の大学生への実装を行った。一般の

研究の重点１（令和元年度～２年度） 

単元や題材の学習問題の解決（達成）を目指して、問いと見通しをもちながら自ら

の考えを広げ深めていく活動を位置付ける。（単元や題材） 

研究の重点２（令和元年度～２年度） 

思考・判断・表現をする場面で、着目すべき、対象や関係を明らかにしながら検討

する活動を位置付ける。（本時） 

（総論３） 



 

 

大学生からのレビューや利用履歴等を確認したＳ生は、自分たちの伝えたいことが伝え

きれていないことや、データベース検索からのキーワード検索の少なさに課題意識をも

った。そして、キーワードを一覧表示にして見せる別の班の方法を取り入れることを提

案した友の考えを聞いたＳ生は、前時にその班のプログラムを実行した時に感じたユー

ザーとしての「使いやすさ」を想起し、静止画やキーワードの一覧表示といった、ユーザ

ーの立場からプログラム

を改善及び修正する方向

性を見いだした（図５）。 

さらに、中学１年生への

実装から、「使いやすさ」と

「分かりやすさ」に課題があることを確認したＳ生は、ローマ字表を作って静止画で出

力するという友の提案に賛同した。そして、ユーザーを最優先に考えるＳ生は、「処理の

簡潔さ」や「不具合」といったリスクがメーカー側に生じることは仕方がないと考えた。

しかし、全体共有において、ユーザーとメーカーの双方の立場を大切に考える他班の考

え方に触れたＳ生は、データとプログラムを分離してデータベースで処理していくこと

によって、メーカー側のリスクを軽減することができると考

えた。Ｓ生は、アルファベット入力や静止画をプログラムに

取り入れて（図６１）、「使いやすさ」や「分かりやすさ」を

上げるだけでなく、データとプログラムを分離させて「処理

の簡潔さ」や「不具合」のリスクを軽減させるという、ユー

ザーとメーカーの双方の立場に立ったプログラムの改善及

び修正の方向性を見いだし（図６２）、改善及び修正へとつ

なげていった（図７１）。 

  中学校学習指導要領（平成 29 年告示）第 1 章総則 第３ 

教育課程の実施と学習評価の１（1）では、「生徒が各教科等

の特質に応じた見方・考え方

を働かせながら，知識を相互

に関連付けてより深く理解

したり，情報を精査して考え

を形成したり，問題を見いだ

して解決策を考えたり，思い

や考えを基に創造したりす

ることに向かう過程を重視

した学習の充実を図ること」と示されている。 
この視点から技術・家庭科の学習過程を振り返ると、Ｓ生は、「技術の見方・考え方」

である「生活や社会における事象を、技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、
（安全性、環境負荷や経済性等）に着目して技術を最適化すること」を働かせ、最適な情
報発信プログラムを制作している姿が伺える。 
このことから、単元や題材の学習問題の解決（達成）を目指して、問いと見通しをもち

ながら自らの考えを広げ深めていく活動を位置付けたり（単元や題材）、思考・判断・表
現をする場面で、着目すべき、対象や関係を明らかにしながら検討する活動を位置付け
たりすること（本時）で、生徒が、各教科等の「見方・考え方」を働かせ、資質・能力を
身に付けていくことにつながることが見えてきた。 
そこで、「学びを拓いていく生徒」を具現するために、令和２年度までの研究の成果の

上に立ち、各教科等の「見方・考え方」を働かせることができるようにすることを研究の

重点に据え、各教科等においての手立ての在り方を究明していく。 

以上のことから、令和３年度の研究の重点１を次のように据えた。 

図５ Ｓ生の振り返り 

図７  Ｓ生の振り返り 

図６上 Ｓ生の班のキーワード検索 
  下 Ｓ生の班の視点の比重 

２ 

２

１ 

１ 

（総論４） 



 

 

研究の重点１（令和３年度～） 

問題発見・解決の過程において、各教科等の「見方・考え方」を働かせることが

できるようにする。 

単元や題材の学習問題の解決（達成）を目指して、問いと見通しをもちながら自らの考

えを広げ深めていく活動を位置付ける（単元や題材）。思考・判断・表現をする場面で、

着目すべき、対象や関係を明らかにしながら検討する活動を位置付ける（本時）。 

 
 (2) 道徳科の実践から、令和３年度の研究の重点２を据える 

道徳科「私の生きる道」・３年（令和２年・７月）では、自分の弱さと向き合いながら、

よりよく生きる喜びを見いだす学習を構想した。そこでは、社会科の歴史分野の学習と

道徳科の学習とを関連させた題材展開を位置付けた(題材)。そして、登場人物の立場に

なって役割演技を行い、それぞれの心境に自我関与させながら語り合う活動を位置付け

た（本時）。 

まず、社会科の学習では、「第二次世界大戦と人類への惨禍」について扱い、小単元と

してゼロ戦パイロットとして生き抜いた原田要氏を通して、当時の日本社会について追

究した。Ｋ生は、原田氏が戦中「自分の死に方は自分で決める」という決意の下、特攻隊

に参加せず、ゼロ戦パイロットとして日本のために人々を殺めてきたこと、戦後は敗残

兵として占領軍の監視下に置かれながら苦しい生活を送らざるを得なかったこと、多く

の人を殺した罪の意識に苛まれながら生きてきたことなどを学んだ。 

その後、道徳科の授業〔内容項目Ｄ－（22）〕では、役割演技後にグループで語り合っ

た後、中心発問「謝罪を通して、コペルが手に入れたものは何だろう」について考える場

面で、Ｋ生は、友人へ謝罪する前の気持ちから、勇気を出して謝罪し終わるまでのコペル

の心情をまとめた。そして、自らまとめたコペルの心情と役割演技を終えて友と語り合

ったこととを関わらせ、「自分の失敗は自分で反省してけりをつけるべき」や「（失敗して

も）やり直せば前の自分よりも成長できる」など、コペルが手に入れたものを「一段と成

長したコペル君」と考えた。 

本時を振り返り、Ｋ生は、「よりよく生きること」とは「自分が一生懸命になれるもの

をもって生きること」と捉えていたが、全体共有での友の考えを聞き、「失敗を経験し、

それを自分の力で乗り越えていくこと」であると捉え直した（図８１）。Ｋ生は、自分が

したことについて、ただ謝りたいという思いを、自分だけの勝手な思い（自分の弱さ）と

して捉え、友のように、

たとえ許されなくても

「けじめ」として謝罪す

ることで、弱さと向き合

う強さを手に入れ、それ

がよりよく生きること

につながっていくと考

えた（図８２）。Ｋ生は、

コペルが謝罪を行う場

面の役割演技を行い、それぞれの立場の心境に自我関与させながら、友と語り合うこと

を通して、自分の弱さと向き合い、よりよく生きる喜びを捉え直した。 

社会科の歴史分野の学習と道徳科の学習を終え、教師は、この二つの学習を関連させ

た題材展開を振り返って、考えたことをまとめる場を設けた。Ｋ生は、原田氏もコペル

も、それぞれ乗り越えてきたものは異なるが、自分の弱さと向き合いながら、よりよく生

きようとする生き方が似ていることを実感した（図９１）。そして、自分が失敗を乗り越

えた経験を想起したＫ生（図９２）は、原田氏、コペル、自分自身の姿を重ね合わせ、同

図８ Ｋ生の本時の振り返り 
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じ「よりよく生きる」にも、

様々な姿があることを捉え

つつ、三人に共通する点とし

て、最も難しいことは、でき

ない自分に気付くこととそ

れを直視することだと考え

た（図９３）。Ｋ生は「より

よく生きる」とはどういうこ

となのか、より深く考え、自

分の生き方と向き合おうとすることができた（図９４）。 

中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説総則編第３章第１節３「育成を目指す資質・

能力」では、学びに向かう力、人間性等を涵養することについて、「生徒一人一人がより

よい社会や幸福な人生を切り拓いていくためには，主体的に学習に取り組む態度も含め

た学びに向かう力や，自己の感情や行動を統制する力，よりよい生活や人間関係を自主

的に形成する態度等が必要となる。これらは，自分の思考や行動を客観的に把握し認識

する，いわゆる『メタ認知』に関わる力を含むものである。」や「情意や態度等を育んで

いくためには，前述のような我が国の学校教育の豊かな実践を活かし，体験活動を含め

て，社会や世界との関わりの中で，学んだことの意義を実感できるような学習活動を充

実させていくことが重要となる。」と示されている。 

この視点から、道徳科の実践を振り返ると、Ｋ生の姿は学んだことを他に生かしたり、

新たに見いだした課題を解決しようとしたりして学び続けようとする姿であり、「学びを

拓いていく生徒」の姿の具現につながるものであると考えた。 

そこで、単元や題材の終末に学んだことを振り返る場を工夫し、「学んだことの意味や

価値を自覚することができるようにする」ことを重点に据え、その手立てを探っていく

こととした。単元や題材の学習において、「何のためにこの学習を行っているのか、そこ

にはどのようなおもしろさや社会とのつながりがあるのか」などを、生徒が自覚するこ

とで、学ぶことに興味や関心をもち、粘り強く取り組む中で、自己の学習を振り返って、

次につなげるなど、生涯にわたって学び続けることにつながるのではないかと考えた。

そこで、「学んだこと」だけではなく、「学んでいること」も付け加えて、研究の重点２を

次のように据え、①～③のいずれかに関わった手立てを位置付けていくこととした。 

①「分かったことや分からなかったこと」「疑問に思うこと」「さらに生かせそうなこと」

など、振り返りの視点を基に、単元や題材を振り返る場を位置付ける。 

②単元や題材の初めの姿と終末の姿を比較し、分かったことやできるようになったこと

と、その理由（学習過程）を振り返る場を位置付ける。 

③単元や題材を通して学習したことを生かすことができるような課題に取り組んだり、

課題に取り組んだ後に、単元や題材で学んだことを振り返ったりする場を位置付ける。 

研究の重点２の生徒の姿を見取るためには、各教科等の「見方・考え方」を働かせ、各

教科等の資質・能力を身に付けていることが重要となる。学んでいることや学んだこと

の意味や価値を自覚することができるような手立てを位置付けたとしても、そもそも学

んだことが曖昧であれば、それを他に活用したり、新たな問いをもったりすることも難

しくなる。研究の重点２は、研究の重点１と大きく関わっており、研究の重点１と研究の

重点２の二つの重点を具現していくことで、「学びを拓いていく生徒」に迫ることができ

ると考える。次節では、令和３年度の社会科の実践から全校研究テーマを具現する生徒

の姿について述べていく。 
 

研究の重点２（令和３年度～） 

学んでいることや学んだことの意味や価値を自覚することができるようにする。 

（総論６） 

図９ Ｋ生の振り返り 
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第二節 全校研究テーマを具現する 
１ 令和３年度の研究の重点の有効性が示唆された事例（社会科） 

  社会科「ラーメンを通して捉える、世界各地における人々の生活」・１年（令和３年・

４月）では、世界各地における人々の生活の特色を捉える学習を構想した。そこでは、

令和３年度の研究の重点１に関わる手立てとして、「単元の追究課題」を設定し、世界各

地の「気候や地形」「食文化」「宗教・歴史との関わり」「住居の造り」などの必要な情報

をまとめた「リサーチシート」を基に、そこに住む人々に受け入れられる「ラーメンの

食材」と「店舗の造り」を検討する展開を位置付けた。 

単元の学習問題「世界各地の人々の

生活が、場所によって異なるのはなぜ

だろうか。」の解決を目指し、場所によ

って人々の生活が異なる要因を追究す

るために、教師は「単元の追究課題」

（図 10）を提示した。Ｔ生は、様々な

気候帯に属する５か国にラーメン店を

出店するために、「気候や地形」、「食文

化」、「宗教・歴史との

関わり」、「住居の造

り」について、教科

書、地図帳、資料集な

どを使い、「リサーチ

シート」に必要な情

報をまとめ、世界の

人々の生活の特色を概観した（図 11）。 

グループで分担し、サウジアラビアに出店することになったＴ生は、「リサーチシート」

を見返し、サウジアラビアの人々に受け入れてもらうためには、どのような「ラーメンの

食材」がよいか考えた。Ｔ生は、「食文化」にまとめた情報（図 11１）を基に、サウジア

ラビアが手食文化であることから、手で食べやすいように短い麺がよいと考えた。また、

「宗教」と「食文化」にまとめた情報（図 11２～４）を基に、イスラム教徒は豚肉を食

べることができず、羊肉やラクダ肉を食べる生活習慣があることから、ラーメンのトッ

ピングには、羊肉やラクダ肉がよいと考えた。しかし、Ｔ生は、肉以外のトッピングや、

スープの内容を決め出すことができなかった。その後、Ｔ生は、「店舗の造り」について

考え、「宗教」にまとめた情報（図 11３）を基に、店の入口も、男女別々にした方がよい

と考えた。 

教師は、「友は、スープをどのような食材で作ったのか聞いてみたい。」というＴ生の振

り返りを全体で共有し、学習課題「『リサーチシート』を基に、『ラーメンの食材』と『店

舗の造り』をグループ毎に検討しよう。」を据え、サウジアラビアに出店する４人グルー

プで「ラーメンの食材」と「店舗の造り」を検討する場を設けた。Ｔ生は、グループで次

のように話し合った。 

Ｍ生１  

 

Ｔ生２  

 

 

Ｉ生３  

Ｔ生４  

：私は短いだけでなく、太い麺がいいと思います。手食文化なので、普段使い

慣れないフォークを使う時、太いほうがからみやすいと思うからです。 

：私もＭさんと同じく、麺を短くして食べやすくしたらいいと考えました。太

さまでは考えていませんでしたが、普段手で食べている人たちがフォークを

使うなら、食べやすいように太いほうがいいかもしれません。 

：では、麺は短めで太いものでいいですね。 

：スープについてはどうですか。私は何を使ってどのようなスープを作ったら 

あなた達は、世界各地でラーメン店を展開します。出
店するのはイタリア、シベリア、サウジアラビア、フィ
ジー、ペルーの５か国のいずれかです。それぞれの場所
の人々に受け入れられるラーメン店にするために、そ
の場所で手に入る食材を使い、「その国の人々にとって
食べやすい『ラーメンの食材』（麺・トッピング・スー
プ）」と、『店舗の造り』を提案してください。 

図 10 単元の追究課題 

 

図 11 Ｔ生のリサーチシートの一部（サウジアラビアについての情報部分） 

 

１ 

２ 
４ 

３ 

（総論７） 



 

 

Ｔ生は、友と検討する中で、麺の長さだけではなく、フォークで食べやすくするため

に、太さにも注目したＭ生の考え（Ｍ生１）を聞き、手食文化の中で生活する人々が、ラ

ーメンをどのように食べるのかなど、その地域の人々の暮らしを想像して、さらに考え

る必要があることに気付いた（Ｔ生２）。そして、スープの内容について友に考えを求め

たＴ生（Ｔ生４）は、「食文化」と「自然環境（植生）」に着目したＭ生の考え（Ｍ生５）、

「食文化」に着目したＩ生の考え（Ｉ生６）、「自然環境（気候）」に着目したＳ生の考え

（Ｓ生７）を聞き、「食文化」だけではなく、「植生」や「気候」にも着目して考えること

でスープなどの「ラーメンの食材」を決めていくことができると考えた（Ｔ生８）。Ｔ生

は、友の考えを参考に、

スープの内容をワークシ

ートにまとめることがで

きた（図 12１）。さらに、

ラーメンのトッピングに

ついて話し合う場面で、

Ｔ生は、「宗教」に着目し、

羊とラクダの肉を提案し

た（Ｔ生 11）。しかし、ラ

クダは砂漠での大事な移

動手段であるという人々

の生活に配慮し、ラクダ

の肉を使うことに反対す

るなど、「食文化」、「宗

教」、「自然環境」の視点

を合わせた考え（Ｍ生

12）を聞き、最終的には、

少量のラクダ肉を用意

 

Ｍ生５  

 

Ｉ生６ 

 

Ｓ生７ 

 

Ｔ生８ 

 

Ⅰ生９  

 

Ｓ生 10 

Ｔ生 11 

よいのか分かりませんでした。みんなはどう考えましたか。 

：サウジアラビアではラクダの乳を飲むので、ラクダの乳を使おうと考えまし

た。そこに、サウジアラビアでよく採れるヤシの実の液を入れましょう。 

：私はスープの量について考えました。サウジアラビアは床で食べる文化なの

で、こぼさないようにスープの量を少なめにしたらよいと思います。 

：私は、砂漠気候で暑いから、冷たくてさっぱりした味にした方が、みんなが

食べやすい味になると思います。 

：食文化だけではなく、気候や植生についても考えれば、使う食材だけでなく

味付けやスープの量も工夫できそうですね。 

：トッピングについてはどうしますか。私は、宗教の関係で食べられないもの

があるので、選べるようにしておいたらよいと思います。 

：Ｉさんが選べるようにすると言っていますが、Ｔさんはどう考えましたか。 

：サウジアラビアはイスラム教の国なので、豚以外の肉がよいのではないかと

思ったので、羊とラクダの肉にしました。 

Ｍ生 12 

 

 

：私もＩさんが言うように、選択制にしてもよいと思います。とうもろこしや

ヤシの実、ナツメなどが採れるので、それらをトッピングとして選べるよう

にしたらどうでしょうか。Ｔさんが言うようにラクダの肉を使えばよいと考

えていましたが、サウジアラビアではラクダを移動に使っているため、食用

に多くを使ってはいけないのではないかと思い、私はやめました。 

（その後、「店舗の造り」についても検討し、話合いを終えた。） 

図 12 Ｔ生のワークシート 
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し、選べるようにした（図 12２）。

さらに、友と「店舗の造り」を検討

する中で、砂漠気候で植物が育ちに

くいサウジアラビアでは、現地で採

れる土から作られるレンガを使い、

暑さや砂埃をしのぐために、風通し

をよくしたり、窓を小さくしたりす

る構造にするなど、「自然環境（気候）」と「住居の造り」を関連させた考えを聞き、自分

の考えをまとめた（図 12３）。その後、Ｔ生は、他の場所の「ラーメン店」と「店舗の造

り」を検討した友とまとめた内容を発表し合った後、単元の学習問題に対する自分の考

えをまとめた（図 13）。 

このようなＴ生の姿を「地理的な見方・考え方」を働かせ、人々の生活が営まれる場所

の自然的条件や社会的条件を関連付けて、世界各地における人々の生活の特色を多面的・

多角的に捉えることができた姿と捉える。 

単元の終末、令和３年度の研究

の重点２に関わる手立てとして、本

単元で学んだことや考えたことを

振り返った後、別の場所に出店する

ラーメン店について自分で資料を

探してレポートにまとめる場を位

置付けた。 

Ｔ生は、本単元を振り返り、その

場所で見られる「地形」、「気候」、

「植生」などの自然的条件や、「文

化」、「宗教」などの社会的条件など、

考える際の着目した視点を明確に

して考えることで、地域の人々の

生活を多面的に捉えることができ

ることを自覚できた（図 14１）。そ

して、着目した視点が、その場所に

暮らす人々の生活にどのように影

響を与えているかを考えること

が、世界各地における人々の生活

の特色を捉えるために必要である

と考えた（図 14２）。そして、本単

元を通してこのように考えたこと

を、これからの地理の学習に生か

し、世界の人々の生活や多様性を

理解していきたいと考えた（図 14

３）。その後、Ｔ生は、北京で受け

入れられる「ラーメンの食材」を検

討する際、「食文化」、「気候」、「宗

教」に着目し、北京でよく使われて

いる鶏を使うとともに、宗教上の

理由から鶏を食べることができな

い人のことについても考えた（図

図 13 Ｔ生の単元のまとめ 

 

  提案 根拠 

食
材 

麺 

小麦粉の中
太麺 

北京料理のジャージャー麺が、中太の麺
で、刀削麺が、小麦粉を使った麺のため。 

ト
ッ
ピ
ン
グ 

①チャーシ
ュー 

②ネギ 
 
③ニンニク 
 
④卵 

①･･･北京料理では豚、鶏がよくつかわ
れる。 

②･･･北京では冬の寒さに耐えるため
に、ネギを使った料理が多いから。 

③･･･②と同じで、北京でよく使われる
から。 

④･･･宗教上の理由で肉類などが食べら
れないという人も、満足感を得ら
れるようにする。 

※①～④の中からトッピングを選べる 
ようにする。 

ス
ー
プ 

醤油ベース
で、こってり
とした、濃い
スープ 

北京料理がこってりとした、濃厚な味つ
けのものが多いから。また、北京料理で
は醤油や味噌がよく使われるから。 

店
舗 

・木造 
・屋根はレン
ガ 

・のれんに、
「拉麺」 

北京では高層ビルが立ち並ぶ一方で、庶
民の家として木造で屋根はレンガの家
が多いそうなので、他の家と同じよう
に、地域の人に好まれる造りにする。現
代的な文化の中で、逆に伝統的なのが新
しい。 

 図 15 Ｔ生のレポート（最終時、全体で共有するためにロイロノ

ートに記入） 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

ラーメン作りを通して、その土地の気候や文化など、各地域の特徴を

いろいろな面から捉えることができるようになった。気候という一つの面

から見れば似ているなと思う地域でも、文化や宗教など別の面か 

ら見ると全く違っていたりして面白かった。 

宗教上の問題で、男女など、色々な立場によって禁止されたり、制限

されたりするものがあるから、そういう人たちにも受け入れられる 

ようにするにはどうしたらよいか考えることもできた。 

その土地の地形や気候に左右された人々の行き来や、育つ食物によ

って、食生活や考え方から、文化が作られていくのだと思う。これからの

学習にも、このような見方を生かして、より世界の地域への理解 

を深めていきたいと思う。 

１ 

３ 

２ 

図 14 Ｔ生の振り返り（最終時、全体で共有するためにロイロ

ノートに記入） 
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15１～３）。「店舗の造り」については、地域の人々に受け入れられるように、北京の伝

統的な民家の造りに決めることができた（図 15４）。 

このようなＴ生の姿を本単元で学習したことの有用性を自覚し、人々の生活は、その

生活が営まれる場所の自然及び社会的条件から影響を受けることを理解し、今後の地理

の学習に活用していこうとすることができた姿であり、学んだことの意味や価値を自覚

することができた姿と捉える。 

 

  社会科の実践から、研究の重点１について、問題発見・解決の過程において、各教科

等の「見方・考え方」を働かせることができるようにする手立てとして、単元や題材の

学習問題の解決（達成）を目指して、問いと見通しをもちながら自らの考えを広げ深め

ていく活動を位置付けたり（単元や題材）、思考・判断・表現をする場面で、着目すべき、

対象や関係を明らかにしながら検討する活動を位置付けたり（本時）することで、各教

科等で目指す資質・能力を育成していくことの有効性が改めて示唆された。 

  研究の重点２について、単元を通して学んだことや考えたことを振り返ることで、本

単元で学習したことの有用性を自覚し、今後の地理の学習に活用していこうとする姿が

見られた。社会科の実践では、これに加え、本単元で学んだことを活用し、新たな課題

に取り組み、Ｔ生は本単元で学んだことを活用し、「地理的な見方・考え方」を働かせ、

自分の考えをレポートにまとめることができた。このようなＴ生の姿から、学んだこと

や学んでいることの意味や価値を自覚することができるようにする手立ての一つとして、

単元や題材の終末に、学習したことを生かすことができるような課題に取り組んだ後に、

単元や題材で学んだことを振り返る場を位置付けることの有効性が示唆された。 

令和３年度の研究の重点１及び研究の重点２は、「学びを拓いていく生徒」の育成を支

える重要な手立てとなることが見えてきており、令和４年度も引き続き、別の単元や、他

教科・領域においてもその有効性を探り、手立ての質的向上を目指していく。 
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２ 令和４年度 研究の全体構想 

(1) 目指す生徒の姿 

 

 

(2) 全校研究テーマ 

 

 
 

(3) 研究の重点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 各教科等で育成を目指す資質・能力と各教科等の研究テーマ 
各教科等 各教科等で育成を目指す資質・能力 各教科等の研究テーマ 

国語 国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力 
文章を読んで理解したことなどに基づいて、自分の考

えを形成する力を高める学習の在り方 

社会 
広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主
体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形
成者に必要な公民としての資質・能力の基礎 

社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面

的・多角的に考察する力を高める学習の在り方 

数学 数学的に考える資質・能力 

数学を活用して事象を論理的に考察したり、数量や図

形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察したり

する力を高める学習の在り方 

理科 
自然の事物・現象を科学的に探究するために必要
な資質・能力 

観察、実験の結果を分析して、解釈する力を高める学

習の在り方 

音楽 
生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かに関
わる資質・能力 

音楽表現を創意工夫する力を高める学習の在り方 

美術 
生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わ
る資質・能力 

主題を基に、発想し構想する力を高める学習の在り方 

保健 
体育 

心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の
健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現
するための資質・能力 

運動が有する特性や魅力に応じて、その楽しさや喜び

を味わおうとする力を高める学習の在り方 

技術・ 
家庭 

よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に
向けて、生活を工夫し創造する資質・能力 

(技術分野)社会や生活課題について多面的に検討し、

最適な解決策を考える力を高める学習の在り方 

(家庭分野)生活事象を多角的に捉え、よりよい生活を

営むために工夫する力を高める学習の在り方 

英語 
簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり
伝え合ったりするコミュニケーションを図る資
質・能力 

事実や考え、気持ちなどを伝え合う力を高める学習の

在り方 

道徳 よりよく生きるための基盤となる道徳性 
自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、道徳的

心情を育むための学習の在り方 

総合的 
な学習 
の時間 

よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えてい
くための資質・能力 

自ら課題を設定する力を高める学習の在り方 

特別 
活動 

様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、互
いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の
生活上の課題を解決することを通して身に付け
る資質・能力 

学校生活をよりよくするための課題を見いだし、解決

する力を高める学習の在り方 

 学びを拓いていく生徒 

 学びの本質に迫る学習の在り方 

重点１ 問題発見・解決の過程において、各教科等の「見方・考え方」を働かせることができるようにする 
単元や題材の学習問題の解決（達成）を目指して、問いと見通しをもちながら自らの考え

を広げ深めていく活動を位置付ける（単元や題材）。思考・判断・表現をする場面で、着目す
べき、対象や関係を明らかにしながら検討する活動を位置付ける（本時）。 
 

重点２ 学んでいることや学んだことの意味や価値を自覚することができるようにする 
①「分かったことや分からなかったこと」「疑問に思うこと」「さらに生かせそうなこと」など、
振り返りの視点を基に、単元や題材を振り返る場を位置付ける。 

②単元や題材の初めの姿と終末の姿を比較し、分かったことやできるようになったことと、そ
の理由（学習過程）を振り返る場を位置付ける。 

③単元や題材を通して、学習したことを生かすことができるような課題に取り組んだり、課題
に取り組んだ後に、単元や題材で学んだことを振り返ったりする場を位置付ける。 
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３ 令和４年度 本校のグランドデザイン 

本校では「全校研究テーマ」を中心に、すべての教育活動を通して「学びを拓いていく

生徒」の育成を目指し、グランドデザインを生徒、保護者、教職員で共有している。 
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